令和元年10月23日

調　査　報　告　書（各委員提出用）
委員会名：企画建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　報告者：　林　高正　　　 eq \o\ac(○,印)
	視察先：　岩手県紫波町オガールプロジェクト
	視察日：　　　10　月　16　日

	視察の目的・本市の課題
　ショッピングセンター・ジョイフルさんが大規模改修を計画されていることを知り、当常任委員会とジョイフルさんで、ショッピングセンター等の将来像について意見交換させていただきました。その際、紫波町のオガールプロジェクトの話題も出ましたので、先ずは、委員会で視察・研修してみることとした次第です。

	視察で参考となった事項

　平成10年28.5億円で取得した10.7haの塩漬けの土地再開発計画（オガールプロジェクト）は、平成19年3月に公民連携元年と宣言したことから始まり、平成21年2月に公民連携基本計画を策定、3月に議会議決されました。目的は、「町民の資産」である町有地を活用して、財政負担を最小限に抑えながら公共施設整備と民間施設等立地による経済開発の複合開発を行うことでした。このプロジェクトの最大の肝は、「町民の財産である町有地を安売りしない」、まちづくりは、「人」ではなく「不動産」であり、「まちづくりとは、不動産価値の向上である」と不動産開発を目指したのです。その核となる会社「オガール紫波株式会社」を平成21年6月に立ち上げ、目的は、「官と民が連携をするためのエージェントの役割を担うこと。社業を通じて町の一層の発展と町民の幸せを目指すこと」と明記されています。また、もう一つ重要なファクターとして、同時に立ち上げた「オガール・デザイン会議」があります。つまり、バラバラな開発を行うのではなく、あくまでも資産価値を増大させるにはどうすれば良いかを徹底的に研究・開発したのです。

	提言・その他（庄原市の施策にどのように生かすことができるか など）
　詳しいことは紙面の都合もあり書けませんが、一番の問題は資金面にありました。オガールプロジェクトは、逆アプローチの不動産開発により行政と事業目的会社がタッグを組むことによって箱モノを作る前に入居者を決定することで着工時入居率100％を達成しました。真逆というか、非常に厚かましいやり口と言えます。
　ジョイフルの場合、入居者はほぼ既存店で決まっています。問題は、営業を続けながら新たな施設を整備することにあります。そこで、老朽化した山の崎住宅の土地とジョイフル所有の土地を交換することで、庄原市は点在する公営住宅を1カ所に集約、更に、老朽化している県営住宅の改修も同時に行えば、一帯の再開発が一気にできることになります。
そのためには、オガールプロジェクトに倣い、「庄原市公民連携基本計画」を策定し、事業目的会社を設立する必要があります。

今の庄原市の閉塞感を打破するためにも、思い切った再開発に舵を切るべきと考えます。まちづくりは、住みやすさにあると実感した今回の視察でした。


